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・昭和5ち年6月7日（水）

午後2時～4時　　・

’宇宙即発柔員会会議室

（1）

　　波伝搬実験結果三ついて

　説明者
　　郵政省電波研究所衛星研究室長

　　　　　　　　　　　　　石　田
　　　〃　　　　　’　　〃　・

　　　　　　　　　　　　　林

餌そ酒也

　　　　　　　　　　　　　　　ノ
技術試験衛星n型（B’TS－H）による電

享，

鹿島支所第「宇宙通信

　　　　　　　研究室長

　　　　　　理三雄　．

・第9向宇齢溌委員会確例会議）言灘要旨

技術試験衛星槻（助s－P「きく2号」ミ・り

波伝搬実験総合報告噂　
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1．　日、

第9回宇宙開発委員会《定例会議）

　　議　事　要　旨

2．場　　所

回議　　∫題

4．圃 早@　料

委9－1

　委9一二2

．5　出．席者・

　　宇宙醗委員今委員長欄∫
　　　　　〃　　　三具
　　　　　〃　’　　．　〃　　　　一

　　　　　．〃　　　　．　　一　．〃

　説明者
　　郵政省電波監理局並宙遮信開発鐸景．

　　　〃　・　4　　無線通信部，
　　　　　　　　　　　航空海上課検査官

　　　〃　大臣官房電気通信監理官室条約係長

、麟省庁鵬等
　　科学技術庁長官官房参事官、

　　通商産業省機械情報産業局次長’

　　子馬省大臣官房参事官

　　　〃　気象庁総」務部．長

一時　　昭和55年5月一51日（水）

　　　午後2時～4時

　　　宇宙開発委員会会議室

　　　。．インマルサツドゐ境況について．

　　　　
獅三一醗熱会健例会議）四獣旨，

　諸外困における海事衛星の動向
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　運輸省海上保安庁総務部長

　郵政省電波監理局審議官

　運輸省大臣官房　　て
　郵政省蹴波監理局’

　宇宙開発事i業団

事務局

　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長

　　噛　〃　　　　〃　　宇宙国際課長

6　議事要旨

（1）　前回議事要旨
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　　信　他

　　　第8回忌濫発三会（定例会言；9謙要旨に痴て・碩．

　　吉識委貴の発言⑳とに藩務局の嬬として「をの主留．

　　常設部会の運営方針七会了脳項とする予牢！’曙き込．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ，むこととする・〕．を加えたのち・ll偉誌された1　二．．

　ゴ（2）　インマルサットの現況について

　　　郵政省電波監理局の金田秀夫宇宙通信開発課長・園城博康

　　検査官及び電気通信監理室の武智健二条約係長から資料季9

　　一’2薩ついて翻が行われたのち・以下の質疑応答が働一

　　れた。：、

・膿罰晦でに出三幅わ励と条約瞭敷な．るのか9

武蟹来年劔舷でに出資の95％が確保され重職効とな

　　“る。．

膿：．インマ〃サツ嘩麟融は・いウまで存続するか・

卸轡インマルサγトの第1回搬勲妹一会醐催され砿

●
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　　で、或いはインマルサットが発足しないこと力聴定するまで

　　である。

八藤：インマルサット成立後使用する衛星のうち一個又は二個の．

　　衛星を日本が調達するような努力をしているか。圃

金田：現在のところ、そういう動きはない・

坐論：インテルサットを使用する案の中で、太平洋に二個打上げ

　　る計画だが、これは、太平洋を二つに分割して二個の衛星で

　　カバーするということか。

園城：一・個が現用ト他の一個は軌道予備用である。　L

斎藤：インマルサットの計画とAMES計画とは別のものか。．

金田：AMESは、、インマルサットより小型の船舶に通信サービ

　　　スを供給できるような衛星を開発するための実験衛星を考え

　・ている。将来、AMESの開発で得られる門門が国際的な海・

　　　事衛星ジス÷ムに寄与することが考えられる・

幽幽エア。サツトとインマルサットを二本にまとめようとゆ

　　　話があったがどうなったか。

　武智：現在でも、多目的衛星の開発のプつとしてインマルサツ，ト

　　　の幽幽課題となっている6．

幽艶米国はインテルサットで下樋信もやってはどうかといつ

　　　ていたが、インテルサツ．トー本でやらない理朗珂か6

’蔵智：イ・ンテルサソトでやらないと決めたわけではなく・米国ぼ

　　　インテルサット、インマルサット等オプションをいくつか持

　　　つているため9、まわりの動向をみな寮ら最も良い方法を採用

　　　するという考客のようだ・


